
学校番号 1206 

令和 3年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 
地理 B 単位

数 
2 単位 年次 2 年次 

使用教科書 『地理 B』（東京書籍）『詳解現代地図』（二宮書店） 

副教材等 授業プリント等 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業用のファイルとノートを用意してください。 

・授業では、さまざまな地図の活用、観察や調査、統計・画像・文献などの地理情報の収集・選

択・処理を行います。積極的に授業に参加してください。 

・諸資料の地理情報化や地図化などを通して空間的に広がる諸事象の規則性や傾向性を考察しま

す、その過程で、自分の考えを発表したり、話し合ったりする活動も行います。 

 

２ 学習の到達目標 

①現代世界の地理的事象を系統地理的に考察し，現代世界の地理的認識を養います。 

②地形図や統計資料を正確に読み取る方法を養います。 

③地理的な見方や考え方を培い，国際社会に主体的に生きるための自覚と資質を養います。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

○地理的諸事象，ないし

は現代世界の諸地域や諸

課題に興味・関心を抱き，

それらを自分自身の生活

との関わりから積極的に

位置づけ，結びつけるこ

とができる。 

○地理学習の意義を積極

的に見いだし，そこで得

た知識・技能・態度をよ

り良い社会生活へ向け

て，ないしは現代世界の

諸地域で起こっている諸

課題の解決に生かすこと

ができる。 

○地図化する過程を通じ

て地理的諸事象をさまざ

まな角度から分析・考察・

解釈し，そこから地理的

概念や規則性（地理的見

方・考え方）を見いだす

ことができる。 

○現代世界の諸地域の特

色について歴史的背景と

の関わりから地誌的に考

察することができる。 

○地理的概念や規則性を

もとに，現代世界の諸地

域で生じている諸課題の

現状について把握するこ

とができる。 

 

○地理学習に必要とさ

れるさまざまな資料を

収集し，それらを的確に

取捨選択し，調査・分析

することができる。 

○文献や統計の分析，野

外における諸事象の観

察から，地理情報を見い

だし，それを的確に地図

化することができる。 

○地図化したことを，論

理的に分析・解釈するこ

とで，その成果をパワー

ポイントやレポートな

どに的確にまとめるこ

とができる。 

○地理的諸事象や現代

世界の諸地域の特色，

諸地域で起こっている

諸課題についてさまざ

まな角度から理解を深

めることができる。 

○地域において社会生

活を営むにあたって必

要とされる基礎的知識

や基本的概念（空間・環

境・地域），地理的見方・

考え方を身につけてい

る。 

評
価
方
法 

授業状況の観察 

授業プリント等提出

物 

授業状況の観察 

授業プリント等提出

物 

定期考査 

授業状況の観察 

授業プリント等提出

物 

定期考査 

授業状況の観察 

授業プリント等提

出物 

定期考査 

 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学

期 

単
元
名 学習内容 a b c d 単元（題材）の評価基準 評価方法 

1

学

期 

第
１
編 

さ
ま
ざ
ま
な
地
図
と
地
理
的
技
能 

 
 
 

第
１
章 

地
理
情
報
の
表
現
方
法 

１ 球体としての地球 

○地球上の水陸分布，経緯線を踏

まえた位置，時差や季節の生じる

メカニズムについて考察するこ

とで，球面状の世界について把握

します。 

○地球儀や地図を用いて大陸間

の方位や距離，位置関係について

考察することで，球体としての地

球の姿を把握します。 

○経線に着目し，時差の仕組みや

それについての各国の対応につ

いて考察することで，時間の概念

について把握します。 

○ ○ ○  

a:地球儀を用いて水陸分布や経緯線

の確認を行うとともに，地球儀にラ

イトを当てて時差や季節の生じる理

由について体験的に学びます。 

b:正しい世界観を身につけるべく，

地球儀や地図を用いて大陸間の方位

や距離，位置関係について確認しま

す。 

c:北極中心の正距方位図法を用いて

世界各都市間の時差を求める方法を

身につけるとともに，航空時刻表を

用いて時差計算を行います。 

授業状況の観察 

授業プリント等

の提出物 

定期考査 

 

２ 地理情報と地図 

○地図の有用性を把握した上で，

情報通信技術の発達が地図表現

に具体的にどのような影響をも

たらしたのかを理解します。 

○国内外の各時代の世界地図を

取り上げ，その特徴について考察

することで，当時の人々の世界観

を把握します。 

○世界地図は球体を平面にして

いるゆえに歪みが生じ，そこから

さまざまな投影法が開発されて

きたことを理解します。 

 ○ ○ ○ 

b:世界地図をフリーハンドで描き，

そこから人々の世界観の歪みの原因

について考え，用途に応じた世界地

図の活用法を考えます。 

c:各時代の世界地図を現代のそれと

比較することを通じて，当時を生き

た人々の世界観の特徴について考察

します。 

d:ＧＩＳの仕組みについて学ぶとと

もに，実際にそれを活用して地図を

作成します。 

授業状況の観察 

授業プリント等

の提出物 

定期考査 



学

期 

単
元
名 学習内容 a b c d 単元（題材）の評価基準 評価方法 

第
２
編 

現
代
世
界
の
系
統
地
理
的
考
察 

 
 
 

第
１
章 

自
然
環
境 

１ 世界の地形 

○生活環境の基盤となる地形の

重要性，地球表面の起伏の状態と

その形成要因について理解を深

めます。 

○世界の大地形の分布の特徴に

ついてプレートテクトニクスと

の関わりから理解を深めます。 

○安定大陸の特徴と人間生活と

の関係について平野と山地の側

面から理解を深めます。 

○変動帯の特徴とその形成をプ

レート運動との関係からとらえ

るとともに，人間生活との関係に

ついても言及します。 

○変動帯に見られる小地形の特

徴とその形成過程について理解

を深めるとともに，人間生活との

関係についても言及します。 

○海岸地形やサンゴ礁地形の特

徴とその形成過程について理解

を深めるとともに，人間生活との

関係についても言及します。 

○氷河地形や乾燥地形，カルスト

地形の特徴とその形成過程につ

いて理解を深めるとともに，人間

生活との関係についても言及し

ます。 

○地震・津波の発生メカニズムや

それによってもたらされる被害

について理解を深めます。 

○授業で扱ってきた各種地形の

特徴について地形図の読図を通

じて再確認します。 

 ○ ○  

b:景観写真や模式図を用いて変動帯

の特徴や形成過程，人間生活との関

係性について考察します。 

b:景観写真や模式図を用いて変動帯

に見られるさまざまな小地形の特徴

や形成過程，人間生活との関係性に

ついて考察します。 

b:景観写真や模式図を用いてさまざ

まな海岸地形，サンゴ礁地形の特徴

や形成過程，人間生活との関係性に

ついて考察します。 

b:景観写真や模式図を用いて氷河地

形や乾燥地形，カルスト地形の特徴

や形成過程，人間生活との関係性に

ついて考察します。 

b:写真を用いて地震と津波の発生メ

カニズムや被害の状況について考察

します。 

c:衛星画像や模式図を用いて地球表

面の起伏の状態について読み取ると

ともに，地形の形成要因について考

察します。 

b:大地形の分布の特徴についてプレ

ート境界や地震帯・火山帯分布との

関係から考察します。 

c:写真や模式図を用いて安定大陸の

特徴や形成過程，人間生活との関係

性を考察します。 

c:各種地形の特徴について再確認す

るために地形図の読図作業を行いま

す。 

授業状況の観察 

授業プリント等

の提出物 

定期考査 



学

期 

単
元
名 学習内容 a b c d 単元（題材）の評価基準 評価方法 

2

学

期 

 

２ 世界の気候 

○気候環境を形成する大気の大

循環についての理解を前提に，地

域によって生じる気候の違いと

その要因について言及します。 

○世界規模での各気候帯の分布

の特徴を踏まえた上で，各気候帯

と植生や土壌との対応関係につ

いて理解を深めます。 

○各気候区の分類基準への理解

を前提に雨温図やハイサーグラ

フの作成・読み取りを通じて各気

候区への理解を深めます。 

○熱帯の各気候区の特徴やそこ

での生活・文化，環境問題につい

て多面的に理解を深めます。 

○乾燥帯の各気候区の特徴やそ

こでの生活・文化，環境問題につ

いて多面的に理解を深めます。 

○温帯の各気候区の特徴やそこ

での生活・文化について多面的に

理解を深めます。 

○亜寒帯の各気候区の特徴やそ

こでの生活・文化，環境問題につ

いて多面的に理解を深めます。 

○寒帯の各気候区の特徴やそこ

での生活・文化，環境問題につい

て多面的に理解を深めます。 

○高山気候の特徴やそこでの生

活・文化について多面的に理解を

深めます。 

○異常気象と気候変化によって

もたらされる自然災害と被害の

状況についての理解を深めます。 

○ ○ ○ ○ 

a:大気の大循環と気候環境形成の関

係性，気候環境の地域的相違が存在

する理由について模式図や主題図を

用いて考察します。 

b:模式図を用いて世界規模での各気

候帯の分布の特徴，各気候帯と植生・

土壌との対応関係について考察しま

す。 

c:雨温図やハイサーグラフを作成

し，それを読み取ることで気候区を

判別し，その特徴について考察しま

す。 

d:景観写真を用いて熱帯の各気候区

の特徴やそこでの生活・文化，環境問

題について考察します。 

d:景観写真を用いて乾燥帯の各気候

区の特徴やそこでの生活・文化，環境

問題について考察します。 

d:景観写真を用いて温帯の各気候区

の特徴やそこでの生活・文化，環境問

題について考察します。 

d:景観写真を用いて亜寒帯の各気候

区の特徴やそこでの生活・文化，環境

問題について考察します。 

d:景観写真を用いて寒帯の各気候区

の特徴やそこでの生活・文化，環境問

題について考察します。 

d:景観写真を用いて高山気候の特徴

やそこでの生活・文化について考察

します。 

a:写真を用いて異常気象と気候変化

によりもたらされる自然災害の被害

状況について考察します。 

授業状況の観察 

授業プリント等

の提出物 

定期考査 

 

３ 日本の自然環境 

○日本の地形の特徴や日本でこ

れまでに発生した火山・地震・津

波の各自然災害について理解を

深めます。 

○日本の気候の特徴や日本でこ

れまでに発生した気象災害につ

いて理解を深めます。 

 ○ ○  

b:雨温図を用いて各地の気候の特徴

を把握し，図や写真を用いて気象災

害について考察します。 

c:地図を用いてプレートの境界と震

源・活火山との位置関係について考

察します。 

 

授業状況の観察 

授業プリント等

の提出物 

定期考査 



学

期 

単
元
名 学習内容 a b c d 単元（題材）の評価基準 評価方法 

 

４ 世界の環境問題 

○環境問題の特徴について理解

を深めます。 

○地球規模で起こるさまざまな

環境問題の背景・要因とそれによ

ってもたらされる影響について

多面的に理解を深めます。 

○地球環境をめぐる国際協力の

具体的な取り組みと持続可能な

社会の在り方について理解を深

めます。 

○ ○  ○ 

a:地域スケールの違いや南北問題と

の関係に留意して環境問題の特徴を

考察します。 

b:ウェビングマップの作成を通じて

地球規模でのさまざまな環境問題の

背景・要因とそれによってもたらさ

れる影響について考察します。 

d:地球的課題の解決へ向けてのさま

ざまな国際的取り組みの事例とその

課題について考察します。 

授業状況の観察 

授業プリント等

の提出物 

定期考査 

3

学

期 

 

６ 工業の立地と工業地域の変

容 

○工業立地の条件がどのように

類型化されるのか理解を深める

とともに，立地の変化要因とそれ

によって生じる問題点について

考えます。 

○先進国と東・東南アジア，BRICS

における工業地域の分布とその

変化について理解を深め，三極構

造を見いだします。 

○自動車工業とエレクトロニク

ス産業を例に多国籍企業による

工業立地の特徴について理解を

深めます。 

○先進国と発展途上国それぞれ

における新しい産業の集積の特

徴について理解を深めます。 

○工業における国際分業の変化

とそれに伴う国際競争の激化に

ついて理解を深めます。 

○ ○ ○ ○ 

a:先進国と発展途上国それぞれにお

ける新しい産業の集積の特徴につい

て多面的に考察します。 

a:工業の国際分業の変化とそれに伴

う国際競争の激化について具体例を

あげながら考察します。 

b:自動車工業とエレクトロニクス産

業を例に統計資料を活用しながら多

国籍企業による工業立地の特徴につ

いて考察します。 

c:先進国と東・東南アジア，BRICS に

おける工業地域の分布とその変化に

ついて考察し，三極構造を発見しま

す。 

d:工業立地の条件がどのように類型

化されるのか考察するとともに，立

地の変化要因とそれによって生じる

問題点について考察します。 

授業状況の観察 

授業プリント等

の提出物 

定期考査 

 

７ 第三次農業と交通・通信 

○サービス産業の特徴や変化に

ついて理解を深めます。 

○交通手段や情報通信の特徴や

変化について理解を深めます。 

○  ○  

a:サービス産業を構成する具体的な

業種をあげながらサービス業の特徴

や変化について考察します。 

c:統計資料を用いて交通手段や情報

通信の特徴や変化について考察しま

す。 

授業状況の観察 

授業プリント等

の提出物 

定期考査 



学

期 

単
元
名 学習内容 a b c d 単元（題材）の評価基準 評価方法 

第
３
章 

人
口
，
都
市
・
村
落 

１ 人口 

○世界の人口分布と人口推移の

現状について地球的視野から大

観します。 

○人口動態の推移について理解

を深めるとともに，各国の置かれ

た社会状況を読み解く手段とし

ての人口ピラミッドの有効性に

気づきます。 

○地球規模での人口移動の変遷

について歴史的背景から理解を

深めます。 

○労働者と難民を事例に地球規

模での人口移動の特徴とその社

会的背景について理解を深めま

す。 

 

 ○ ○  

b:主題図や写真を用いて地球規模で

の人口移動の変遷について歴史的背

景から考察します。 

c:世界の人口分布と人口推移の現状

について主題図や統計を用いて地球

的視野から考察します。 

c:統計資料を用いて人口動態の推移

について考察し，各国の人口ピラミ

ッドを作成することで，その国の置

かれた社会状況について考察しま

す。 

c:主題図や統計を用いて労働者と難

民を事例に地球規模での人口移動の

特徴とその社会的背景について考察

します。 

授業状況の観察 

授業プリント等

の提出物 

定期考査 

 

２ 人口問題 

○発展途上国が抱える人口爆発

の要因とそれによって生じる社

会問題，解決へ向けての課題につ

いて理解を深めます。 

○先進国の少子高齢化とその社

会的背景，それによってもたらさ

れる諸問題，それらを克服する取

り組みについて理解を深めます。 

○   ○ 

a:先進国の少子高齢化とその社会的

背景，それによってもたらされる諸

問題，それらを克服する取り組みに

ついて資料を活用しながら考察しま

す。 

d:発展途上国が抱える人口爆発の要

因とそれによって生じる社会問題，

解決へ向けての課題について資料を

活用しながら考察します。 

授業状況の観察 

授業プリント等

の提出物 

定期考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 


